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　B－25 織物の方向性による色変化(4)斜文織の逼令（官能検査）

　　　　　　　　　　　　　文化々火　家政　○成瀬　銘-?-　　高橋　由美子

　　　　　　　　　　　　　明治大　　工　　　仁キ　参詣

　はじめに　朱子織物（了13テート）を厠いて, 織物は見る,方μ3によって色がちヵ1^.てa

え，f の変化状態と織物の方向とは色によって翼なり，とくに白と,黒とはそのちヵ’以ヽがは

っき'j とわかった。そこで今回は組rn.の異なる斜文臓物（2/i /）乙明度が比較的高い

やゝ透けるキュプラ100'/.の裏地を用いマ, 紙物の方向と色の視覚的変化が, 織物・種類

や色によって, どのように変化して行くのかを調べる一試料の結粟を得るために行なった。

ｲ也方，変n光度計により，試料が司に対する投射もの方向を変えたとSの反射36分布め線

色求め，その変ｲし状態と，官能検t結果とを対応しt検討した。

　方法　So紅俸の一対比較法別汰一順序効粟のない場合で，女子大生によi) , 13litよ引5

時半までの自然光を投射角か小さい方向から受け, 受光角は丸さい位置から見？検査を行

なった。官能量は色全体, 色味，明るさ，h ざ々かさ，つや，乖床のよさの6頌aで，一

巡三角形の数がほbんど･ない10名の被検者。銘菓をまt ibた。

　秤果　先に行なった朱弓･織物よりは織物の見る方向による各官能量に対すゐ分散比はや

ヤトさいが，有息差が認められTz。朱子織物のと*はたて方向Iよこ方向とが，比較的，

官能量の最大・最小値t示し，泰パイプλ方向はその中間値l示す誦向Vあったが，好支

織物Tは，斜交方向に渚った右60し祠了又方向とたて方向か，官能量間o差を一番大き

く示しt いる。試料の色によるそ<n 変化傾向の差は，朱子織物より大乏い傾向で，反射九

分布曲線が!i向桂が朱子織物より火きい結粟i対応された。

10月1 H(日)第６会場　午前9:45～12:00

　B－26 :i イ;≫･■幼気″･参科If]降繁々 りり3雇受性

　　　　　　　　　　　　　　　　　摩右･ずち参改　　也裡庫升

　　　　　　　　　　　　　　　　　人限成峰す矩尺　り

　日的　参廷で衣科用防唄肴 tレt 浪If] 2 外い' 3 ﾉ巧ﾚ｀'ク＼J.' {Vベ' y -e'^，rアタレン

し（りうりいgﾇをり力丿ふ，/a. blss，Mieぶa. H。m. )＼'--ﾌ･' 1 検μしμ．ニれhm

気剤I- it打3 a /(/;■のﾉ 受̂性に7 <･ X ＼ぶ，a同性が秀んケれいV, 抑已，声卯‥->･化刄

び斧御|尽と一'ﾘﾄ御･･ヽり刺参り^^ i β奈作，/啄受作りa fi＼作り

旅しpi.

　嗜茲　系賃^･ ｔ l ’t，耀ﾉ貧i^！タioの恒温悍吸気 r･カッ1( バ/粉,.転雌粉岸醇母含餌と

レli;]ﾀ レV- つAヵ”Jr (?]丿μ.. 明昨ra IZ時同万･つ．蒋付て吻3 ，羽忙影/t？載いふ, 匹手

4初低猿性・)日周作をしらべ'p^久痢報と同疼・･実験奪還SLtf) 。T, 濠μ収夕M紀和がÅ

中で, -^＼がり収･･刄七キカ心～/お･芦となi t.う･'v婢系時同s 之り1稀春? ≪か．侈コ

4 が゛印収色取りねヽレ-iノリスシ-r -ﾚ・K入れ，ゑ珠，パ，忖跨向蹟りが感奮根岸レ. £雫

n，仮刄期，多含死<≫3般績･冷印口ﾉ昏な作・･検'-^i^iTいた．
　鉢尿　コイr㈲い)参肴i I'-灯りﾉ恭々作＼こ･J0 周作ヵ叫タヘJ/#昨わとも恥9リ
タifr pり /f眸に#ヽﾜ^-l 但下レ恥・バ降･μ‘7 1 り喉”芦と和%剥時μあ･t i それ・り夕'A I"

あろ'フ' 12ピ'フト;%r. ^ い肴跡侭劇"7 賊*。ｶを検釘しH tこラ, 樟春枝2少時刺柾曇レK つ

イが幼収のM゛T (J /ぐ夕i^~ク'z - ･レ'ベンe."７ C･li-,　■f1 ダシ2. t , Li-戸ワタ^'? t ? ',;

ノs 7 (/■夕≫ －/ﾚ’べ>■e"ンの政弘カがi -? tも大} I >.
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